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日本文教出版　平成23年度用「小学社会」年間指導計画表

３・４年上（全70時間）
■せんたく　●大きくジャンプ
	２
学
期
制
	３学
期
制
	月
	単　元
	配
当
時
間
	めあて
	指
導
要
領

	前
期
	１
学
期
	４
月

	上巻導入
（全１時間）
	１
	　自分たちの住む地域の様子や，地域で働く人々の様子の写真を手がかりに，これから学習する事象に関心をもち，社会科学習への意欲を高めることができる。

	

	
	
	
	１ わたしたちの住んでいるところ
（全24時間）

大単元導入

１ わたしたちのまちのようす
　●まちにある地図を見つけよう

２ わたしたちの市のようす
　●わたしたちの市と韓国とのつながり

	１
13

―
10

―
	　自分の住んでいるところの様子を発表し合うなかで，まちの様子について関心をもつことができる。
　学校のまわりの様子を，高い所から観察したり，まち探検をしたりして，白地図にまとめることにより，場所によって違いがあることをとらえることができる。
　自分たちの住んでいる市（区・町・村）の特色ある地形，土地利用の様子，主な公共施設などの場所と働き，交通の様子，古くから残る建造物などについて調べ，市の各地の様子は，地形的な条件や社会的な条件によって違いがあることをとらえることができる。
	(１)

ア

	
	
	５
月

	
	
	
	

	
	
	６
月

	
	
	
	

	
	
	７
月

	
	
	
	

	
	２
学
期
	９
月

	２ くらしをささえるまちではたらく人びと

（全26時間）
大単元導入

１ 店ではたらく人びとの仕事

　●地産地消って何だろう？
２ 畑ではたらく人びとの仕事

　■工場ではたらく人びとの仕事
　●バナナのたび
	１
13
―
12

―
	　ものをつくったり，売ったりしている人たちや買い物をする人の写真をもとに，自分たちの地域には生産や販売の仕事があることに気づき，これからの学習に関心をもつことができる。

　スーパーマーケットを事例に，地域の販売に関する仕事について調べ，自分たちの生活とのかかわり，携わっている人々の工夫や努力，国内の他地域や外国との結びつきをとらえることができる。
　地域の農家を事例に，地域の生産に関する仕事について調べ，自分たちの生活とのかかわり，携わっている人々の工夫や努力，国内の他地域や外国との結びつきをとらえることができる。
	(２)

ア
イ

	後
期
	
	10
月

	
	
	
	

	
	
	11
月

	
	
	
	

	
	
	12
月

	
	
	
	

	
	３
学
期
	１
月

	３ 今にのこる昔とくらしのうつりかわり


（全19時間）

大単元導入
１ 昔の道具と人びとのくらし

　●世界各地で昔から使われてきた道具
２ 昔からつたわる行事

　●外国のさまざまな祭りや行事
	１
11

―
７

―
	　昔のくらしや，地域に受け継がれている祭りや行事の様子がうかがえる写真を手がかりに，昔の道具や人々のくらしの変化，人々の願いに関心をもつことができる。
　身近にある道具について調べ，祖父母・父母の子どものころから今へと，人々の生活が変化したことや，生活には人々の知恵や願いがあることをとらえることができる。
　地域に残る祭りや行事を調べ，地域で受け継がれている様子や，そこに込められた人々の思いや願いをとらえることができる。
	(５)

ア
イ

	
	
	２
月

	
	
	
	

	
	
	３
月

	
	
	
	


３・４年下（全90時間）
■せんたく　●大きくジャンプ

	２
学
期
制
	３学
期
制
	月
	単　元
	配
当
時
間
	めあて
	指
導
要
領

	前
期
	１
学
期
	４
月
	下巻導入
（全１時間）

	１
	　自分たちの住む県（都・道・府）の様子や，人々が健康で安全な生活をおくれるように働いている人々，地域の発展に尽くした先人などの写真を手がかりに，これから学習する事象に関心をもち，社会科学習への意欲を高めることができる。
	

	
	
	
	地図を楽しもう
（全７時間）

	７
	　方位，地図記号，縮尺，等高線などについて知り，地図から実際の位置関係や地形の様子，及び47都道府県の名称と位置をとらえることができる。
	(６)

ア

	
	
	５
月

	４ 健康なくらしをささえる
（全22時間）

　大単元導入
１ ごみのしょりと活用

　●フリーマーケットって何だろう？
２ 命とくらしをささえる水

　●水は買うもの？
	１
12

―
９
―
	　１日のくらしのなかで，水，電気，ごみの処理などが，わたしたちの生活とかかわっていることに気づき，これからの学習に意欲を高めることができる。
　家庭や学校などから出されるごみの種類や量などを手がかりに，処理の仕方の工夫，資源として活用する取り組み，最終処分場の確保にかかわる対策や事業が，計画的，協力的に進められており，地域の人々の健康な生活や良好な生活環境を守るために欠かすことができないものであることをとらえることができる。
　家庭や市町村での飲料水の使われ方や使用量などを手がかりに，人々の生活や産業に欠かすことのできない飲料水が，ダムや浄水場などの建設や，森林の保全などが計画的に進められていることによって，いつでも使えるように確保されていることをとらえることができる。
	(３)

ア
イ

	
	
	６
月

	
	
	
	

	
	
	７
月

	
	
	
	

	
	２
学
期
	９
月

	５ 安全なくらしを守る 
（全21時間）

大単元導入

１ なくそう，こわい火事

　●地しんによるひ害を少なくするには？
２ ふせごう，交通事故や事件

　●海の安全はだれが守っているのだろう？
	１
11

―
９

―
	　火災や交通事故などの写真を見て，災害や事故から人々の安全を守る消防署や警察署の働きについて関心をもち，学習意欲を高めることができる。
　火災を見た経験などから，消防署の働きに関心をもち，見学や調査，聞き取りを行い，人々の安全を守るための，消防署の日常の取り組み，緊急事態に対する備え，消火栓などの施設や設備の働きなどから，地域の人々と協力して，火災防止に努めていること，また，発生時には，関係の諸機関が相互に連携して，緊急に対処する体制をとっていることをとらえることができる。
　交通事故が起きた時の警察署の対応について調べ，警察署が，地域の人々と協力して，事故の防止に努めていること，また関係の諸機関が相互に連携して，緊急に対処する体制をとっていることをとらえることができる。
	(４)

ア
イ

	後
期
	
	10
月

	
	
	
	

	
	
	11
月

	
	
	
	

	
	
	
	６ 地いきのはってんにつくした人々（全13時間）

大単元導入
１よみがえらせよう，われらの広村
　■かんきょうを守りぬいた南方熊楠
　■医学のはってんにつくした華岡青州
　■産業のはってんにつくした大畑才蔵
　●外国にうつり住んだ人々
	１
12

―
	　県の発展のためにつくした人たちの写真や業績を手がかりに，地域を開発した先人の働きについて関心をもち，学習意欲を高めることができる。
　「稲むらの火」で取り上げられている浜口梧陵の事例から，先人の働きや苦心が地域の人々の生活の向上に大きな影響を及ぼしたことをとらえることができる。
	(５)

ウ

	
	
	12
月

	
	
	
	

	
	３
学
期
	１
月

	７ わたしたちの住んでいる県
（全26時間）

大単元導入
１ わたしたちの県のようす

２ 県の人々のくらし

　■ゆたかな自然を生かす人々
　●まだまだあるよ，伝統的な工業製品
３ 人やものによるつながり

　●わたしたちの県とつながりの深い国
	１
５
15

―
５
―
	　自分たちの住んでいる県（都・道・府）のイラストマップなどを手がかりに，県（都・道・府）の特色をとらえる学習に意欲を高めることができる。
　地図や地図帳を活用し，自分たちの住んでいる県（都・道・府）や市（区・町・村），県（都・道・府）全体の地形や主な産業の概要，交通網の様子や主な都市の位置をとらえることができる。

　備前焼のさかんな備前市，古い町並みの残る倉敷市，豊かな自然をいかす蒜山高原を事例に，地域の人々が，自然環境，伝統や文化などの地域の資源を保護・活用しながら，互いに協力して，特色あるまちづくりや観光などの産業の発展に努めていることをとらえることができる。
　外国からの観光客をはじめ，交通手段を利用した人々の行き来が盛んに行われていることや，農業や工業における原材料の仕入れや生産物の出荷などの面で，人々の生活や産業が国内の他地域や外国と結びついていることをとらえることができる。
	(６)

ア
イ
ウ
エ

	
	
	２
月

	
	
	
	

	
	
	３
月

	
	
	
	


2
1

